
彙

報

学
会
活
動
記
録

(平
成

四
年
度
)

◇

一
〇
月

三
〇
日

(金
)

学
会
誌

「
日
本
語
日
本
文

学
」
第

四
号
が
発

刊
さ
れ
た
。

◇

一
一
月

二
八

日

(土
)

学
生
委

員
企
画
に
よ
る
留
学
生

と
の
交
流
会

が
草
苑
館
食
堂

(え
ん
じ

ゅ
)

で
行
わ
れ

、
同
志
社

A
K
P
の
留
学
生

と
手
巻
寿
司
を
作
り
な
が
ら
交

流
し
た
。

◇

一
二
月
五
日

(土
)

日
本

語
日
本
文
学
会
主
催

の
秋
季
講
演
会
が
知

徳
館

一
八
三
教
室

で
行
わ
れ

た
。

「絵
本

・
挿
絵
本

の
世
界
ー

江
戸
時

代
書
籍

の
美
1
」

と
い
う

題
目
で
甲
南
女
子
大
学
教
授
松
平
進
先
生

の

講
演
が
行

わ
れ

た
。

◇

=

一月
九

日

(水
)

学
生
委
員
企
画
に
よ
る
映
画
鑑
賞
会
が
A
V
皿

教
室

で
行
わ
れ

た
。
中
川
成
美
先
生

の
解
説
で
永
井
荷
風
原
作

・
豊

田

四
郎
監
督

の

「潺
東
綺
譚
」
を
鑑
賞
し
た
。

◇

一
二
月

一
〇
日

(木
)

本
年
度
学
会
奨
学
金

の
授
与
者

四
名

が
決
定

さ
れ
、
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。

◇

三
月

三
日

(水
)

学
会

の

「
会
報
」
第
十
二
号

が
発

刊
さ
れ

た
。

学
会
活
動
記
録

(平
成
五
年
度
)

◇

五
月

二
二
日

(土
)

学
生
委
員
企
画
に
よ
る
友
禅
見
学
及
び

ハ
ン
カ

チ
染
め
体
験
が
友
禅
文
化
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

◇

五
月

二
九
日

(土
)

学
生
委

員
企
画

に
よ
る
京
菓
子
末
富
見
学
が
行

わ
れ
た
。

◇
六
月

二
二
日

(日
)

学
生
委
員
企
画

に
よ
る
文
楽
鑑
賞
会

(国
立
文

楽
劇
場
主
催
第

十
回
文
楽
鑑
賞
教
室
参
加
)
が
行
わ
れ
た
。

◇

六
月

一
九
日

(土
)

日
本
語

日
本
文
学
会

の
総
会
及
び
講
演
会
が
知

徳
館
二
八
三
教
室

で
行
わ
れ
た
。
武
庫
川
女
子
大
学
教
授
玉
井
敬
之
先

生
が

「
『
こ

・
ろ
』

の
書
か
れ
た
時
代
」
と

い
う
題
目
で
講
演
さ
れ

た
。

◇

七
月

一
〇
日

(土
)

学
会

の

「
会
報
」
第
十
三
号
が
発
刊
さ
れ
た
。

人
事
異
動

◇
九
月
末
を
も

っ
て
学
芸
学
部

の
畠
弘
巳
教
授
が
千
葉
大
学

へ
転
出
さ
れ

た
。
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